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鶏コクシジウム症における感染様式と発病の

程度ならびにオオシスト産生との関係

Ｉ.Ｅ〃eγｉａａｃｅ７１Ｍｉ"α感染およびＥ・Ｚｅ"eZm感染

及川弘）Ⅱ口陽資

塩野義製薬株式会社油日ラボラトリーズ

(昭和49年８月１４日受領）

両種ともに３種類の感染様式に３～４段階の感染数を

組合せて10群とし、それぞれＡ-1～10,Ｔ-1～１０とし

た．感染様式は強制的経口１回感染(１回感染と略称)，

強制的経口１日１回感染を５日（Ａの場合）または４日

(Ｔの場合)反覆感染(反覆感染)、および，飼料添加連続

５日(Ａ)または４日間(Ｔ)感染(連続感染)の３種類とし

た．それに無感染対照の１群を設けた(Tableｌ)．

飼料添加による感染の場合には，既知数のオオシスト

を１日で食い尽す既知量の飼料に添加し，既知量の水を

加えてよく練り，１日中湿気が保たれるようにした．残

餌量がある場合には計算により摂取されたオオシスト数

を算出した．

観察期間は初感染後14日までとした．臨床症状は糞便

の性状を中心に観察し，ＥaceγU2`Z/"α感染における

粘液便，ＥｚｅＭｍ感染における血便の状況をしらべ

た．また整死数を記録した．飼料摂取量，飲水量は群

別に，体重は個体別に，２日毎に測定した．Patent

period期間中は糞便１９中のオオシスト数(OPG)を毎

日測定した．

緒言

鶏コクシジウムの野外における感染様式と症状発現の

程度との関係を考えるとき，一時に多数のオオシストの

感染をうけて発病する場合もあり，あるいは少数づつ断

続的ないし連続的に感染をうけて発病する場合もあると

考えられる．しかし，その実態については明らかでない

点が多い．

著者らは，これを解析する手がかりを得るため，実験

室内の条件下で，感染様式と感染数を種々に組合せて変

えた場合に，発症の程度ならびにオオシスト産生数が如

何に変るかを検討した．今回はＥ/"zeγiaace7U灘""αと

Ｅｚｅ"ｅＪ山のそれぞれの単一種感染の場合について比較

したので報告する．

材料および方法

動物は当所で繁殖育成したコクシジウムフリーの白色

レグホンＬＭ系（日生研由来）８日令のものを各群８

羽ずつ用いた．この種類のヒナのコクシジウムに対する

感受`性についてはすでに報告したForsgate（Oikawa，

ｅｔａＺ.，1971）Dekalb（及川ら1972）と著差はみられな

かった．

飼料は奈良県忠岡飼料製の薬剤無添加チックフードを

与えた．

動物飼育室は温度25±2.Ｃ，湿度40～60％に空調し，

動物は群毎にバタリーケージに収容した．各ケージには

40Ｗの電球を１個宛つけた．

病原体はＥｉ,"eγｉａａｃｅ７１Ｍｉ"αとＥｚｅ"e"αを用い

た．いずれも農林省家畜衛生試験場（角田博士）より分

与をうけたもので，薬剤の処理をうけず，当所において

継代されたものであった．

成績

ＥａｃｅｒＵ"""α感染における粘液便の排泄，ＥＺｅ'ｚ

ｅＪＺα感染における血便の排泄は，ともに感染オオシス

ト数の増加に並行して強くなり，同一感染数の１回感染

よりは，その感染数を反覆または連続感染すれば，より

強く長期化する傾向にあった．これらの臨床症状を初期

の一定期間内の感染総数で比較すると，同一数のオオシ

ストを１回で感染させた場合は，これを少数に分けて反

覆または連続感染させた場合より強く現われた．これは

とくに，Ｅ・ｚｅ"eZm感染において顕著で，１回感染(T－

４）では半数以上の整死がみられても，反覆(T-7)また
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TablelDesignfortheexperimentalinfectionwith

E〃ｅ７ｉａａｃｃｒＴＭｉ"αａｎｄＥ、Ｚｅ"eＺｍｉｎｃｈｉｃｋｅｎｓ

Totalnumberof

oocystsinfected
(/chick/５ｏｒ４ｄａｙｓ）

Modeof

infection
Group
Ｎｏ．

Numberofoocysts
inoculated（/chick/day）

Repetation

５×１０３

５×１０４

５×１０５

５×１０６

１
１
１
１

『
１
９
】
ｎ
ｏ
４
４

Ａ

５×１０３

５×１０４

５×１０５

５×1０６

Oral

single

infection

Oral

repeated

infection

Ｅ、acer`zwZi"α

infection

５×１０３

５×１０４

５×１０５

５
６
７

５
５
５

２．５×１０４

２．５×１０５

２．５×１０６

Ｆｅｅｄａｄｄｅｄ

ｓｕｃｃｅｓｓ１ｖｅ

ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

８
９
０
１

５×１０３

５×１０４

５×１０５

５
５
５

２．５×１０４

２．５×１０５

２．５×１０６

８×１０２

３．２×l０３

Ｌ３ｘｌＯ４

５×１０４

１
２
３
４

Ｔ １
１
１
１

８×１０２

３．２×１０３

１．３×１０４

５×１０４

Oral

single

infection

Oral

repeated

infection

Ｅ、”"cZm

infection

３．２ｘ１０３

Ｌ３ｘ１０４

５×１０４

８ｘｌＯ２

３．２×１０３

１．３×１０４

４
４
４

５
６
７

Ｆｅｅｄａｄｄｅｄ

ｓｕｃｃｅｓｓ１ｖｅ

ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

８×１０２

３．２×１０３

１．３×１０４

４
４
４

３．２ｘ１０３

Ｌ２ｘ１０４＊

４．８×104＊

８
９
０
１

Remarks．＊Totalnumberofoocystsinfectedwascalculatedfromfoodintake．

Iま連続(T-10)感染では蕊死はみられなかった(Table２)．

初感染後14日間における飼料摂取量の変化(Fig.１)，

飲水量の変化(Fig.２)に並行して体重が変化する(Fig.

３）傾向がみられた．そこで，これらの関係を臨床症

状の区分別に図示するとＦｉｇ．４の如くであった．発病

の極期（初感染後５および６日）と回復期（９および１０

日）では飼料摂取量および飲水量は各群問で著しい変動

がみられ，その変動に相関して体重が変動する傾向がみ

られた．その傾向はとくにEacer?〃/"α感染の場合

に著しかった．

五.ace7zwZj"α感染が体重に及ぼす影響は各感染様式

において感染オオシスト数の増加に並行して強く現われ

た．そしてＦｉｇ．３およびＴａｂｌｅ３にみる如く，Ａ-2,

Ａ－５およびＡ－８が，Ａ-3,Ａ－６およびＡ－９が，そして

Ａ-4,Ａ－７およびＡ－１０がそれぞれ類似の傾向を示した

ことは発症の程度が感染したオオシスト総数によって影

響される傾向が強く，感染様式による影響の著しくない

ことを示した．

ＥｚｇＭ血感染が体重に及ぼす影響の現われ方は，

ＥaceγUz`Zj"α感染の場合とやや異り，同一感染総数で

みると，１回，反覆，連続の順で遅れて現われる傾向

(Fig.３）がみられた．初感染後１４日間の増体重をみる

と，初期の４日間の感染総数によって著しい影響をうけ

るが，感染総数が同じなら感染様式間には著差が認めら

れない(Table３)．この点に関してはＥaceγU`(//"α感

染の場合と同じであった．

Eace7Umz/"α感染による増体重に及ぼす影響は，

Ｔａｂｌｅ３に示される如く，感染オオシスト総数が同等な

いし５倍程度でＥｚｅ"ｅＪｍ感染に匹敵する程に強く現

われ，しかもＦｉｇ．３に示される成長曲線の傾向からみ

ると，その影響はＥｚｅ"eZ化感染より長期間持続する

ことが推測される．したがって，体重に及ぼす影響だけ

（７）
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Table2Mucousfeces（Ａ-1～10）andbloodydropping（T-1～10)，
andnumberofdeathinchickencoccidiosis

Daysaftertheinitialinfection Ｎｕｍｂｅｒ

ｏｆ

ｄｅａｔｈ

Group
Ｎｏ．
３４５６７８９１０１２１３１４

O/８

０/８

０/８

１/8(13％）

１
２
３
４

Ａ

十
什
冊

十
什
舟

士
十
升

＋
＋

士
十

＋ ＋＋＋ ±

(１）

８
８
８
８
８
８

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

０
０
０
０
０
０

５
６
７
８
９
０
１

士
十
冊

士
十
十

士
十
十

十
升

士
十

士
十

＋＋＋

士
十

十
什

士
十

士
什

士
十

士
十

士
十

＋＋

0/８

０/８

０/８

５/8(63％）

１
２
３
４

Ｔ

ｊ

＋
＋
什
什
１
＋
＋
升

く Ｊ

＋
＋
冊
冊
４
＋
什
冊
十
十
冊

く

十
十
什

＋ ＋

８
８
８
８
８
８

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

０
０
０
０
０
０

５
６
７
８
９
０
１

十
十
什
什
冊
冊

十
什
什
十
什
舟

十
十
十
十
什

十 ＋

Remarks．Ａ-1～ｌ０ａｎｄＴ－１～１０：ＳｅｅＴａｂｌｅｌ．

に限ってみればＥａｃｅｒ１Ｍｉ"αはＥｚｅ"eZmとほぼ同

程度の強い影響力を有するものと判断される．

ＯＰＧ値の推移をFig.５に示す．Ｅａｃｅ７１Ｍｉ"α感

染において，経口１回感染では感染数の増加に伴いオオ

シストの排泄期間が長くなる傾向がみられた．しかし，

OＰＧ値の最高値に変化はなく，ＯＰＧ値推移の全体的

な傾向としては，感染様式ならびに感染オオシスト数に

影響されることなくほぼ一定の傾向を示すと結論され

る．

ＥＺｅ"eZm感染の場合には，ＯＰＧ値の推移は感染様

式ならびに感染数に関係なく，全く一定の傾向を示し

た．このことは血便の排泄期間が感染数の増加あるいは

反覆ないし連続感染によって延長される傾向とは並行し

なかった．

αL，１９６３；LundandFarr，１９６５；Pell6rdy，１９６５；角

田，1968）ことは勿論，その発症の程度が感染数によっ

ても異ることは単一種の強制的１回感染の場合について

多数の報告(Ｈein,１９６８；Long,１９６８；Morehouseand

McGuire,１９５８；ＯｉｋａｗａｃｒａＺ.,１９７１；及川ら，１９７２；

Preston-MafhamandSykes，１９７０；ReidandPitois，

1965）があるが，反覆または連続感染の場合(Michael

andHodges，１９７１；MorehouseandMcGuire，1958）

については少く，多種混合感染の場合については殆どな

い

他方，野外におけるコクシジウム感染の状態をみる

と，一度に多数のオオシストに感染して発症する場合

も，少数のオオシストに反覆ないし連続的に感染して発

症する場合もあると考えられる．したがって，われわれ

が通常実験室内で行う強制的経口１回感染という条件下

で得られた成績からは，野外における感染様式ないし感

染量と症状との関係を解析するには十分な情報が得られ

考察

鶏コクシジウムの病原Ｉ性が種によって異る(ＤａｖｉｅｓｅＺ

（８）
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ないと考えられる．そこで，できるだけ野外で起るであ

ろうと考えられる感染様式と感染数に近い条件を設定し

て実験を試みなければならない．

野外での条件を再現させるのに最も近い方法はオオシ

ストを床敷に撒布するか，Floorpen法で行うのがよい

が，そのような方法では感染数を正確に把握することは

できないので，本実験では感染数を明らかにできる方法

をとった．

コクシジウムは現在我国のブロイラーにおいて最も分

布度の高いEacerUz`J/"αと病原性が最も強いとされ

るＥ・花"e"αをとりあげた．従来，鶏コクシジウムで

はＥｚｅ"eZmおよびＥ刀ecatγ/工による血便の排泄と

整死が最も注目を惹き，急性コクシジウム症として恐れ

られてきた（ＤａｖｉｅｓｅＺａＪ.，１９６３；LundandFarr、

1965；Pell6rdyl965)．そして抗コクシジンウム剤の開

発もこれらを主目標とする傾向にあった．しかし最近で

は抗コクシジウム剤の効果により，Ｅｚｅ"eZ化感染の症

状は急速に減少し，他方Ｅaceγ?Ｍｉ"α等による慢性

コクシジウム症の被害が注目されてきた．著者らも1973

年３月と６月の２回にわたって，我国のブロイラーにお

けるコクシジウム感染の実態を調査したところ，Ｅ、

ace'一℃"肋ZLJの感染が圧倒的に多く，Ｅ・〃zα工i"zαも多か

ったが，Ｅ、Ｚｅ"eZZaは少<，したがってＥ・ace7UzzZi"α

に対してもつと注目すべきであることを強調した（Ｏｉ‐

ｋａｗａｅｔａＬ，1974)．

成書によれば，ＥaceγＭｉ"αおよびＥｒＧ"eZJaの

病原性はそれぞれ，３＋および５＋（ＤａｖｉｅｓｅＺａＺ.，

1963)，２＋および４＋(LundandFarr，1965）“vari‐

able,,および‘`Severe,,（Int、Ency、Vet・Med

l966）そして１＋および４＋(角田，1968)とされ，明ら

かに後者の方が強いと表現されている．これは主に臨床

症状および整死を主として比較したものと考えられる．

しかし，これまでのＥace(Ｍｉ"αの病原性を検討し

た報告では体重の変化を指標とする場合（Ｈｅｍｌ９６８；

Ｌｏｎｇ，１９６８；MichaelandHodges，１９７１；Morehouse

andMcGuire,1958）が多く，感染オオシスト数を増し

たり反覆感染されるとかなり強い症状を現わすことも報

告されている．著者らも体重曲線の変化に注目して実験

を重ねたこところ，Ｅace「?〃/"αの病原性はＥｚｅ"eZ肱

のそれに匹敵するのではないかと推測される成績を得た

（１０）
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ick，1952）からみて，従来考えられている以上に重視さ

れなければならないと考える．

ＥａｃｅｒＵ〃/"α感染の場合も，ＥｚｅＭＪα感染の場合

も，ともにその病原性の強さを体重に対する影響を指標

として表わすならば，それは感染様式による影響より

も，初期の一定期間に感染したオオシストの総数によっ

て著しく影響されることが明らかになった．この傾向は

両種が感染部位（消化管の部位および組織学的位置）を

異にし，臨床症状および整死を指標とする病原性を異に

するにもかかわらず共通してみられることは注目され

る．したがって，野外においても，一度に多数のオオシ

ストが感染して発症し，重症となる場合も起り得るし，

また少数ずつ断続的ないし連続的に感染して重症となる

場合も起り得ることが推測される．そしてその際の症状

の強さは或る期間内に感染したオオシストの総数によっ

て支配されるものと推測される．

次に，オオシスト排泄のパターン(Prepatentperiod，

ＯＰＧ値およびpatentperiod)をみると，Ere"e"α感

(ＯｉｋａｗａｅＺａＺ.，１９７１；及川ら，１９７２；および未発表デ

ータ)．

そこで，各種の感染様式と感染量を組合せて，これが

発症の程度に如何なる影響を与えるかについて，両種の

単一感染の場合について比較するため本実験を計画し

た．観察は初感染後14日までしか行わなかったが，増体

重あるいは成長曲線の傾向（影響の強さと期間）からみ

て，ＥaceγｚＭ/"α感染はＥｚｅ"e"α感染に匹敵する

重大な影響を与えると判断される成績を得た．とりわ

け，Ｔａｂｌｅ３に示される如く，ＥaceγU"〃zα感染によ

り増体重が低い(無感染対照群の約30％)ばかりでなく，

飼料要求率が著しく高い（無感染対照群の150％）ことは

鶏の産肉量の低下とともに飼料効率の低下をもたらし，

経済動物としての価値を著しく損うものと考えられる．

したがって，著者らはＥ・aceγU"""αの病原』性につ

いては，我国における検出頻度の高さ(ＯｉｋａｗａｅｒａＺ.，

1974)，増体重に対する重大な影響力（Table３）そして

高いオオシスト産生能力(Fig.５；BrackettandBlizn‐

（１１）
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りも感染総数によって著しい影響をうけることは興味あ

る所見であったが，他方ＯＰＧ値の推移が感染様式にも

感染総数にも影響されず，したがって臨床症状あるいは

体重の変化の程度と殆ど関連性が認められなかったこと

は注目される．このことは反覆乃至連続感染において後

続して感染したオオシストは症状の強さを増し，発症期

間を延長させはするが，宿主体内でのオオシストの産生

能には関与しないものと考えられる．

染では感染様式および感染数間にはいずれも殆ど差異は

認められなかった．これは小笠原，角田(1970)の報告と

一致した．この現象はCrowdingeffect(群集効果）に

よると考えられる．しかし，ＥａｃｅｒｚＭ"α感染の場合

にはprepatentperiodとＯＰＧ値の最高値に変化はみ

られなかったが，patentperiodは感染総数によって影

響をうけ幾分長くなる傾向がみられた．したがって，

Ｅaceγ１Ｍｉ"αにおける群集効果はＥｒｅ'１ＧＪ〃におけ

るほど顕著ではないと考えられる．

野外おける糞便検査で，ＯＰＧ値が高い割には鶏の症

状の軽い場合をみることがあるが，これはＦｉｇ．５に示

される如く，比較的軽度の感染でもＯＰＧが高くなるこ

とによると推測されるが，その他に免疫性の獲得，ある

いは抗ユクシジウム剤の使用等も重要な要因と考えられ

る．

鶏コクシジウム症における体重の変化は，感染様式よ

結 論

鶏コクシジウムＥａｃｅｒＵ"Z伽およびＥ／e"ど"α感

染における感染様式ならびに感染数と症状の程度ならび

にオオシスト産生との関係を検討した．

両種ともに臨床症状は感染数に並行して強く現われた

が，同一感染数を１回で感染させた場合には，これを少

数ずつに分けて反覆または連続的に感染させた場合より

（１２）
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症状は強く現われる傾向にあった．

しかし，初感染後14日までの増体重に与える影響は，

両種ともに或る一定期間内に感染したオオシストの総数

によって著しく影響される傾向にあり，これを１回で感

染させても，数回に分けて感染させても，あるいは少数

づつ連続的に感染させても増体重に対する影響に著差は

みられなかった．

コクシジウム感染による体重の変化は飼料摂取量およ

び飲水量の変化にほぼ並行した．

ＥaceγU〃i"αの病原性は，増体重および飼料要求率

に与える影響を指標とすれば，Ｅｚｅ"e"αのそれに匹敵

する強さを示した．

糞中へのオオシスト排泄のパターンはＯＰＧ値とｐａ‐

tentperiodについてみると，感染様式あるいは感染数

間に著差はみられず，また臨床症状あるいは増体重の変

化とも関係なく一定の傾向を示した．これは群集効果に

よると考えられるが，その程度はＥ・花"e"αでは著し

く強く，ＥaceγＵ２`""αでは幾分弱い傾向であった．

このことから，反覆または連続感染で，後続して感染

するオオシストは宿主の臨床症状を強めることに関与す

るが，次代のオオシスト産生の程度には関与しないこと

が示唆された．
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i Abstract I

EFFECT OF MODE OF INFECTION ON MANIFESTATION OF SYMPTOM

AND OOCYST PRODUCTION IN CHICKEN COCCIDIOSIS

I. EIMERIA ACERVULINA AND E. TENELLA

Hiroshi OIKAWA and Harumoto KAWAGUCHI

(Aburahi Laboratories, Shionogi & Co., Ltd.,

Koka-cho, Shiga Prefecture, 520-34, Japan)

Effect of the mode of infection (single, repeated or successive) on the manifestation of

symptom and oocyst production of Eimeria acervulina and E. tenella in chickens examined in

the laboratory condition as a model for field infection with the both coccidia.

Both Eimeria caused a severer clinical symptom and a higher motality in the single heavy

infection than in the repeated or successive light infection, when the total number of oocysts

infected was adjusted equally in the three types of the mode of infetion.

Body weight changed almost in parallel with food intake and water intake during the

course of the experiment for 14 days.

The change of body weight, which is represented as an indication of pathogenicity in

E. acervulina and E. tenella infection was mainly affected by the total number of oocysts in

fected during the initial several days, while it was slightly affected by the mode of infection.

Effect of E. acervulina infection on the weight gain of the host was about as severe as

that of E. tenella infection when the same number of oocysts was given to the host regardless

of the mode of infection.

The pattern of oocyst elimination, in view of the change of the number of oocysts per

gram of feces (OPG) and duration of the patent period, was almost uniform irrespective of

the mode of infection and inoculum size in either species, with a slight change in E. acervulina.

It may be suggested that the oocysts administered successively in the repeated or succes

sive infection accelerate the symptom of the host, but do not participate in production of

oocysts probably due to regulation by " Crowding effect "




